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 節分や立春を迎える２月になります。卒業式まで、残すところ，３３日となりました。学習のまとめをし

っかりと行いたいと思います。また，委員会活動や学校行事にも最後までしっかり取り組み，下学年の子供

達に素晴らしい６年生の姿を見せ，よい引き継ぎができるよう支援していきたいと思います。卒業式まで，

元気で楽しく過ごせるよう，手洗いやうがいをしっかりと行い，十分な休養と栄養，規則正しい生活を心が

けるよう，ご家庭でもお声かけをよろしくお願いします。 

  

＜２月の行事予定＞  

生活目標  「◎寒さに負けない強い体を作ろう ◎手洗いうがいをしっかりやろう」 

日 月 火 水 木 金 土 

 

 

１ ２ 

委員会活動⑩ 

 

３ 

緑小わんパト

隊出陣式 

１４：００～ 

４ 

 

５ ６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

クラブ活動 

（最終） 

 

１０ 

学校運営協議

会 

１１ 

建国記念の日 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

園児小学校見

学 

 

２０ 

 

２１ 

 

２２ 

６年生を送る

会 

（天気の良い

日に実施） 

２３ 

天皇誕生日 

２４ 

６年生インタ

ビューの放送 

（～３／１１） 

 

２５ 

 

 

 

２６ 

創立記念日 

２７ 

２８ 

 

 

３／１ ３／２ ３／３ ３／４ ３／５ ３／６ 

 

＜３月の主な行事＞ 

１日 (月) 特別日課（５日まで）      ２日 (火)  委員会⑪ 

９日 (火) 卒業式合同練習① １０日（水） 感謝の会 

１１日 (木)  卒業式合同練習②      １５日 (月) 卒業式予行 

１８日 (木)   特別日課４時間       １９日 (金) 卒業式           

 
 



＜２月の学習予定＞ 

 

国語 人を引きつける表現 思い出を言葉に 今、私は、ぼくは 

社会 新しい日本、平和な日本へ 世界の中の日本 日本とつながりの深い国々 

算数 算数のしあげをしよう 

理科 発電と電気の利用   

音楽 世界のいろいろな国の音楽に親しもう 

図工 布と枝のコンサート 卒業記念品作り 

家庭 冬を明るく暖かく あなたは家庭や地域の宝物 

体育 縄跳び 

道徳 鬼の銀蔵 ラグビー日本代表のかがやき 心にふく風 

総合 これが私の生きる道 

○入学通知書について 

 間もなく、南河内第二中学校への入学通知書を配布します。入学通知書は、中学入学時に必要となる非常に重要な

書類ですので、裏面をよくお読みになり、しっかりと保管しておいてください。 

 

○卒業記念品製作について 

 図工の授業で、一人一人の卒業記念品として「ひきだしラック」を作ります。思い思いのデザインを考え、絵の具で

色をぬり、ニスを塗って仕上げます。尚、３月には、学校に寄贈するプレート制作を行います。彫刻刀を使います。 

 

○卒業プロジェクトチーム結成 

 卒業に向けて、残りの学校生活をどのように過ごしていきたいか、自分たちでできることやりたいことについて話し

合いました。その結果、アイディアごとに、卒業式、下級生、友達、学校、家族、先生の６つのチームが決定し、これか

ら、チームごとに計画を立て、実践していきます。全員が主役の卒業プロジェクトとして、成長していけるよう支援して

いきたいと思います。 

 

○感染症予防について 

 空気が乾燥する季節が続いています。手洗い・うがいの徹底，マスクの着用など，学校でもしっかりと指導していきた

いと思います。ご家庭でも，お声かけをよろしくお願いします。ランドセルに常にマスクが２枚あるように、確認をお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ☆ 心の広場 ☆ 

 新型コロナウィルス感染症の感染拡大とともに、感染症から生まれる偏見・差別の問題も深刻な状況となっ

ています。先日、感染症に対する不安から生まれる偏見・差別をなくすためにどうしたらよいかを考える授業

を行いました。授業の振り返りでは、「これからも感染予防対策を徹底していきたい」という言葉の他に、「新

聞やニュースを見て、正しい情報を得る」「誤った情報を信じない、発信しない」「もし自分が感染したらど

のように接してほしいか考える」「優しい気持ちをもつ」など、様々な考えをもつことができました。今後も

引き続き、感染予防対策と合わせて、偏見・差別のまん延を防ごうという意識を継続して持てるよう、指導し

ていきたいと思います。ご家庭でも折に触れて、お子様と感染対策の確認と合わせて、偏見・差別に対する問

題意識をもてるよう、話し合ってみてください。 

 


